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ィ
ア
大
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事
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 レイカディア大学米原校のサポート隊は設立から５期目を迎えまし

た。前年度は、サポート隊の組織を２部会６活動グループから７つの活

動部会へ変更になり、サポート隊の２年目の隊員が中心となって運営す

る形が定着した年でした。またサポート隊の重要性の認識が高まり、隊

員数も前期７２名から今期８７名と大幅に増加しました。 

 今期はこれらを基盤として、いままでの活動を継承するとともに、次

の項目を重点的に活動していきます。 

ひとつめは、学生募集の促進です。今期３９期生の入学者は３９名と直

近の５年間で一番少なく、定員７０名の６割にも満たない人数まで減少

しています。理由はいろいろありその分析も必要ですが、大きな理由の

ひとつは、レイカディア大学の認知度がまだまだ低いことです。認知度

を向上させ、学生募集の促進を図ります。 

ふたつめは、草津校との交流促進です。草津校サポート隊は今期７期目

に入り米原校サポート隊の先輩になります。活動内容も学生募集支援活

動、えにしの会との連携、学長懇談会など幅広く活動されています。草津

校サポート隊との定期交流会の開催、相互の交流行事への参加など通じ

て、交流を深め草津校の良いところを吸収したいと思います。 

サポート隊全員がいきいきと元気に明るく活動している姿を見せるの

が、一番のサポートと思います。隊員はじめ関係者の皆様のご協力を宜 

 しくお願いいたします。  

 

 

１ 

「
一
笑
一
若
一
怒
一
老
」
を 

モ
ッ
ト
ー
に 

今
、
国
で
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
を
掲
げ
、
政

策
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
若
者
も
、
高
齢
者
も
、
女
性
も
、
男
性
も
、
障

害
の
あ
る
方
も
、
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
や
地
域
や
職
場
で
自

分
の
力
を
発
揮
し
、
生
き
が
い
を
持
て
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
と
い
う
も
の
で
す
。 

毎
年
約
２
０
０
人
も
の
地
域
活
動
の
担
い
手
を
送
り
出

し
て
い
る
「
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
」
は
、
ま
さ
に
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
実
現
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
。 こ

う
し
た
中
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
皆
様
に
は
協
働
に
よ
る
大

学
運
営
と
い
う
こ
と
で
、
在
学
生
へ
の
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
・

メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
支
援
、
大
学
事
務
局
へ
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
ま
さ
に
大
学
運
営
に
無
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
ご
活
動
を
い
た
だ
く
中
で
、
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ

と
や
不
愉
快
な
思
い
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
在
学
生
が
楽
し
く
学
び
、

ま
た
皆
様
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
も
と
に
楽
し
く
活
動
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

中
国
に
「
一
笑
一
若
一
怒
一
老
（
い
っ
し
ょ
う 

い
ち
じ
ゃ
く 

い
ち
ど 

い
ち
ろ
う
）
」
と
い
う
諺
が
あ
る
そ
う
で
す
。
人
間
一

度
笑
う
と
そ
れ
だ
け
分
若
返
り
、
一
度
怒
る
と
そ
れ
だ
け
分

老
け
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

怒
り
た
く
な
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

笑
い
は
そ
の
場
を
和
ま
せ
て
明
る
く
し
ま
す
。 

ま
た
「
笑
顔
に
勝
る
化
粧
な
し
」
と
い
う
、
い
い
言
葉
を

最
近
耳
に
し
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
「
笑
顔
」
で
、
若
々
し
く
、
楽
し
く
、
大
学
運

営
に
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

第５期 サポート隊隊長 北村喜代嗣 

サポート隊通信 
滋賀県レイカディア大学米原校 

 

“学生募集の促進”と 

“草津校との交流促進”を重点的に

jyuutenn 

第
５
期
サ
ポ
ー
ト
隊
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て 

全
隊
員
が
い
き
い
き
と
元
気
に
明
る
く
活
動

す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、
一
番
の
サ
ポ
ー
ト 
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紅
葉
も
過
ぎ
、
里
山
の
樹
木
も
冬

支
度
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
回
第
５
期
サ
ポ
ー
ト
隊

園
芸
学
科
部
会
長
仰
せ
つ
か
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
園
芸
学
科
部
会
は
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、
園
芸
学
科
選

択
講
座
（
校
外
学
習
）
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
合
わ
せ
、
講
師
、
北
村
正
隆
先
生

の
補
助
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
剪
定

実
習
は
、
園
芸
梯
子
を
使
っ
た
高
所

作
業
も
あ
り
ま
す
。
安
全
第
一
で
、
楽

し
い
学
習
に
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

   

 

園
芸
学
科
部
会
も
新
た
に
３７
期
卒

業
生
９
名
が
加
わ
り
、
総
勢
１８
名
（
男

子
１１
名
女
子
７
名
）
で
活
動
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

      

北
近
江
文
化
部
会
の
サ
ポ
ー
ト
活
動 

北
近
江
文
化
部
会
の
取
組
は
活
動

方
針
を
通
じ
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
必
要
な
知
識
や
考
え
方
ま
た
地
域

活
動
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
目

的
で
あ
る
。 

郷
土
の
歴
史
や
文
化
と
出
会
い
の

交
流
で
仲
間
意
識
づ
く
り
を
深
め
、

活
性
化
に
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
た
い
。 

Ａ
．
地
域
活
動
の
推
進
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
。 

イ 

郷
土
の
歴
史
、
文
学
、
民
俗
な

ど
、
講
義
と
校
外
学
習
の
サ
ポ

ー
ト 

ロ 

紙
芝
居
の
作
り
方
と
幼
児
・
老

人
ホ
ー
ム
地
域
貢
献
活
動
サ
ポ

ー
ト 

Ｂ
．
草
津
校
地
域
文
化
学
科
と
の
交

流
で
仲
間
つ
く
り
サ
ポ
ー
ト
。 

Ｃ
．
学
生
募
集
等
に
関
す
る
活
動
。 

イ 

米
原
校
入
学
者
減
少
対
策
取
り

組
み 

ロ 

レ
イ
大
同
窓
会
の
支
援
各
種
団

体
の
地
域
活
動 

Ｄ
．
そ
の
他 

達
成
す
る
た
め
の
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
。 

               

健
康
づ
く
り
学
科
部
会
で
は
、
今
期

も
在
校
生
の
皆
さ
ん
と
「
手
作
り
ゲ
ー

ム
」
を
メ
イ
ン
と
し
た
交
流
会
、
大
学

祭
で
の
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
の
支
援

を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

過
去
三
回
の
交
流
会
で
は
、
健
康
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
学
ば
れ
た

サ
ポ
ー
タ
ー
の
先
輩
方
が
、
授
業
で
習

得
さ
れ
、
ま
た
新
た
に
考
案
さ
れ
地
域

活
動
な
ど
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
ゲ
ー

ム
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幸
い
数
名
、
部
会
に
お
残
り
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
今
期
も
内
容
を
検
討

し
、
楽
し
い
交
流
会
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

た
だ
在
校
生
の
皆
さ
ん
方
の
思
い

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
学
科

長
、
副
学
科
長
の
お
考
え
も
お
聞
き

し
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

             

① 

取
り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方 

 
 
 

 
 
 

 

・
よ
り
良
い
大
学
祭
が
開
催
で
き
る

よ
う
、
大
学
祭
部
会
と
し
て
主
導
的

に
企
画
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
が
、

大
学
祭
は
全
校
あ
げ
て
の
行
事
で

あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
隊
と
し
て
も
総
力

を
あ
げ
て
の
支
援
体
制
を
お
願
い

し
ま
す
。 

・
発
表
の
テ
ー
マ
は
昨
年
同
様
「
明
る

く
、
仲
よ
く
、
元
気
よ
く
」
と
し
ま

す
。 

➁ 

活
動
方
針 

・
作
品
展
示
は
、
趣
味
の
作
品
に
偏
ら

ず
、
学
習
し
て
き
た
こ
と
が
見
え

る
も
の
、
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
意

識
し
た
展
示
と
し
た
い
。 

・
今
年
度
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、
健
康

づ
く
り
学
科
部
会
か
ら
の
発
表
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

・
パ
ネ
ル
発
表
は
３
学
科
そ
れ
ぞ
れ

パ
ネ
ル
３
枚
程
度
に
日
頃
の
活
動

状
況
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
余
興
は
、
い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
取
組
ん
で

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
毎
年
あ
た

ら
し
い
も
の
も
含
め
て
紹
介
し
て

い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

部

会

長 

大

谷

利

春 

速

水

貞

夫 

野

村

彭

彦 

戸

嶋

滋

一 

 

剪定実習（伊吹薬草の里文化センター） 

皆で、 

楽しく、 

ダンス 

＆ ゲーム 

＆ ダ ン

ス

  

打合せ 

平成 28年 5月、特養でのボランティア 

平成 28年度 大学祭 

２

２ 

部

会

長 

部

会

長 

部

会

長 

 



ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 在

校
生
と
卒
業
生
の
つ
な
が
り

を
サ
ポ
ー
ト
隊
が
潤
滑
油
と
な
り
、

 

 

 

  

    

今
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
発
表
資
料

は
パ
ソ
コ
ン
利
用
が
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
第
５
期
広

報
・
情
報
部
会
と
し
て
は
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
身
近
で
手
軽
に
活
用
で
き
る
学

習
支
援
活
動
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。 

⓵
39

期
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
早 

 
 
 

 
 
 

 
 

期
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る
講
習
会
の

開
催
を
11
月
10
日
、
18
日
の
２
日

間
で
実
施
。
サ
ポ
ー
ト
隊
８
名
が
支

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

➁ 

テ
ー
マ
発
表
な
ど
に
有
効
活
用 

 
 

 
 

で
き
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
習
を

３
月
頃
開
催
の
予
定
。 

➂ 

サ
ポ
ー
ト
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
毎

月
に
更
新
し
、
最
新
の
活
動
状
況
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

④ 

サ
ポ
ー
ト
隊
活
動
Ｐ
Ｒ
を
図
る
通

信
の
９
号
を
２
月
に
、
10
号
を
８

月
に
発
行
を
計
画
。 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
私
達
自

身
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

     

学
科
別
の
交
流
行
事
で
な
く
、
レ
イ

大
OB
と
在
校
生
・
地
域
住
民
と
が
一
緒

に
交
流
を
持
ち
地
域
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
交
流
行
事
部
会
は
今

期
15
名
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

活
動
内
容
と
し
て
は 

① 

愛
知
川
河
畔
林
整
備(

愛
林
活
動
）
。 

②

大

学

祭

で

の

粘

土

細

工

体

験 
 
 

コ
ー
ナ
ー
の
担
当
。 

③ 

草
津
校
サ
ポ
ー
ト
隊
と
の
交
流
事

業
。 

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

愛
林
活
動
は
毎
年
参
加
者
が
増
え

て
お
り
レ
イ
大
の
知
名
度
を
上
げ
る

と
共
に
、
こ
の
楽
し
さ
を
地
域
の
方
に

も
知
っ
て
頂
き
た
い
。
又
、
レ
イ
カ 

デ
ィ
ア
大
学 

に
関
心
を
持 

ち
入
学
の
き 

       

っ
か
け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
も
思
い

ま
す
。 

益
々
レ
イ
大
の
輪
が
広
が
り
ま
す

よ
う
に
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

第
５
期
サ
ポ
ー
ト
隊
は
か
つ
て
な

い
パ
ワ
ー
（
８７
名
の
大
き
な
組
織
）

と
な
り
７
部
会
で
展
開
し
て
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
総
務
部
会
は
第
４

期
同
様
３
名
体
制
で
活
動
し
て
い
き

ま
す
。 

各
部
会
の
組
織
編
成
も
36
期
の
部

会
長
、
37
期
の
副
部
会
長
と
次
期
に

つ
な
げ
る
べ
き
体
制
作
り
も
整
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
各
部
会
も
先
輩
諸

氏
の
活
動
を
受
け
、
さ
ら
な
る
飛
躍

あ
る
計
画
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

           

各
部
会
の
活
動
が
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
な
る
よ
う
、
総
務
部
会
は
サ

鳥

越

正

夫 
 
 

 

村

林

淳

子 
 
 

 

松

井

弘

子 
 
 

 

 

 

      28年 10月より女性７名を含む 18名で園芸学科部会サポートがスタートしました。

 活動は、38 期生の 11 月１日伊吹薬草の里文化センターの樹木、および 11 月８日

近江八幡市立八幡小学校校庭の樹木剪定の実習からです。両日とも強風や小雨の悪条件の中の作

業でしたが、先生の指導の下、それぞれの施設にあった樹木の剪定実習サポートができました。 

 ４月以降の後期は、徳源院、甲良養護学校、消防学校など１年生、２年生とも本格的に選択授

業の樹木管理や剪定実習サポートに携わります。サポート隊の腕前や力量が試されるとともに、

また剪定技術の勉強できる良い機会でもあり在校生との交 

流も深めたいと思います。 

 またサポート隊はこれらの講師先生の授業補助のみなら 

ず、在校生や関係者のけがの未然防止の意識付けも大切な 

サポートと思います。皆さんのご協力をお願いします。 

 

私の在学中のことです。休憩中、女性サポート隊の方 

から、「この樹木のこのあたり枝が混みあっていて少し 

気になるねん。基本３原則守ってないのと違う？」と言って木に登り、のこぎりで枝一本を切ら

れました。この時、木全体が整ったと感銘を受けサポート隊の方を見直したことがありました。

このことが入隊のきっかけになりました。雑感です。 

                          園芸学科部会３７期生 中澤 修 

３ 

部

会

長 

部

会

長 

ホームページ講習会（H28.11） 

愛
知
川
河
畔
林
整
備

活
動 

活
動 

 

部

会

長 

サポート隊定期総会( H28.9.29) 

ス
ム
ー
ズ
な
各
部
の
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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サ
ポ
ー
ト
隊
通
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第
９
号
を

お
届
け
し
ま
す
。 

今
第
５
期
サ
ポ
ー
ト
隊
は
、
隊

長
・
副
隊
長
を
初
め
、
各
部
会
長

に
は
３６
期
生
が
、
又 

副
部
会

長
に
は
、
次
年
度
の
主
力
役
員
就

任
を
前
提
に
３７
期
生
が
配
置
さ

れ
る
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。 

全
員
で
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
盛

り
上
げ
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の

魅
力
を
伝
え
、
新
入
学
生
の
獲
得

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

サポート隊の設置目的 ：  

レイカディア大学「米原校サポート隊」は高齢者が時代の要請する実践的な新しい知

識、教養を身につけ、地域の担い手として登場できるようレイカディア大学に提言して、

協働によるレイカディア大学の運営に資することを目的とする。 

サポート隊の構成 ： レイカディア大学 (米原校) の卒業生等で、レイカディア大学学長から 「滋賀県レイカ

ディア大学サポート隊サポーター」 を委嘱された者により構成する。 

＊ 在学生数：Ｈ29 年 1 月 5 日 米原校事務局 確認（橙色：定数の 70％未満 by 通信編集委員） 

 
38 期生 39 期生 合計 定員 

園 芸 学 科 29 人 21 人 50 人 60 人 

北近江文化学科 11 人 10 人 21 人 40 人 

健康づくり学科  9 人  8 人 17 人 40 人 

合  計 49 人 39 人 88 人 140 人 

 

滋賀県レイカディア大学米原校 

サポート隊通信 
平成２９年 2月 1日 第 9 号 

 
発行：滋賀県レイカディア大学米原校サポート隊 

(広報・情報部会) 

□米原市下多良 2-137(県立文化産業交流会館) 

滋賀県レイカディア大学米原校内 

□電話：0749-52-5110  

□HP：http://lacadia-clg.com/lacadia-clg-maibara 

/lacadia-clg-maibara-index.htm 

編

集

後

記 

４ 
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